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「大船駅北第二地区第一種市街地再開発事業」において 

管理会社がエリアマネジメント業務を受託 

～活気ある街の創出をグループでサポート～ 

 

 神奈川県横浜市栄区にて、東急不動産株式会社（本社：東京都港区、社長：大隈 郁仁）が参加組合員として参画している「大船駅

北第二地区第一種市街地再開発事業」（以下、当再開発事業）におきまして、２０１８年１０月３０日に横浜市と大船駅北第二地区市街地

再開発組合(以下、再開発組合)が「大船駅北第二地区周辺におけるエリアマネジメントに関する協定書」を締結し、「（仮称）大船駅前エ

リアマネジメント計画」を推進するにあたり、株式会社東急コミュニティー（本社：東京都世田谷区、社長：雜賀 克英）は、全体建物の管理

業務の一環として、“地域コミュニティとの交流機会の創出”および“区分所有者・入居者等のコミュニティ形成”を目的としたエリアマネジ

メント業務を受託いたします。 

当再開発事業は、横浜市側の玄関口となっている「大船」駅笠間口の拠点性を高めるため、駅至近の約１７，０００㎡※１の

大規模な敷地に、駅前広場や自転車駐車場等の都市基盤施設を再整備するとともに、商業・業務機能の集積や都市型住宅を整備

し、新たな賑わいの創出や、利便性、安全性の向上を図ることを目指しております。また、当再開発事業で整備される広場、商業

施設等を最大限に活用して、「広場のにぎわい創出による地域活性化等を通じ、地域コミュニティとの交流機会の創出を目指す」・「多様

な世代、地域プレーヤー・住民等が参加交流する『交流結節点』となり、人と街をつなげる、育てる」という活動理念のもと、新旧住民や商

業施設利用者等、多様な世代の交流の機会創出を行い、活気のある街を創出するための仕組みとしてエリアマネジメントを導入いたし

ました。 

東急コミュニティーは、当再開発事業の「全体建物管理業務」※2 を受託し、分

譲マンションや商業施設、駐車場などの管理業務を一括して行なう予定ですが、

その一環としてこの度エリアマネジメント業務も受託し、活動をサポートしていき

ます。※3 

管理会社である東急コミュニティーが、建物管理に留まらず、その建物周辺の

地域コミュニティとの交流機会の創出および区分所有者・入居者等のコミュニティ

形成を目的としたエリアマネジメント活動を管理業務に含めて受託するのは初め

てです。 

同社は、マンションでは約８０万戸、ビル・施設管理等（指定管理案件、ＰＦＩ案

件を含む）では約１,５００件の管理実績があります。日頃から管理会社としてお

客様との接点を持つ強みを活かして、お客様の立場に立った管理やノウハウを

蓄積して参りました。当再開発事業で管理の領域を広げ、新しいノウハウを得

ることで、グループの中のリソースを増やすことだけでなく、住宅やビル建物の管

理会社として存在感を高め、選ばれる会社となることを目指します。 

東急コミュニティーでは、新たな付加価値として今後もエリアマネジメント活動

に取り組み、社会課題の解決の一助となり、企業価値を高めていきます。 

 

 

 

＊１「⼤船駅北第⼆地区第⼀種市街地再開発事業」の施⼯区域⾯積は、17,240.62 ㎡となります。 
＊２ 全体管理組合は住宅管理組合・商業管理組合・駐⾞場管理組合で構成。 
＊３ 建物引渡し後に全体管理組合より業務委託を受託予定。 
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■エリアマネジメントで街の活性化をサポート 
日本は人口減少・超少子高齢化社会を迎え、都市を形

成する人口構造や環境が大きく変化し、街が成熟した都

市型社会へ移行する中、これからの街づくりには開発を

行ない「つくる」だけではなく、維持管理・運営をおこな

い「育てる」ことが求められています。地域社会の持続可

能な発展を目指すためにも、地域に関わる関係者が主体

となって、良好な環境や地域の価値を維持・向上させるエ

リアマネジメントが重要となり、その地域に適合した

様々な活動と仕組みの整備が必要です。 

東急不動産ホールディングスグループは今までもこの

ような街づくりを行なう上での社会課題に対応し、地域

活性化や防災拠点、コミュニティ形成の場づくりのサポ

ートを行なってまいりました。 

当再開発事業においては、再開発組合が中心となって

エリアマネジメント活動を提起し、参加組合員である東

急不動産はこれまでのノウハウを活かし、エリアマネジ

メント活動の仕組みづくりをサポートしました。開業後

は、管理会社である東急コミュニティーがメインとなり、

エリアマネジメントに積極的に関わることで、本エリア

マネジメントの目指す姿である「街が人を育てる―多様

な世代が交流し、人とにぎわいの環が続く街」の実現をサ

ポートいたします。 

 

■⼤船駅北第⼆地区第⼀種市街地再開発事業の背景 
「大船」駅は、一日の乗降客数が約１９万人にのぼる横浜市有数のターミナル駅であり、バスターミナルも備える交通結節点

ですが、駅前市街地は都市基盤の整備が不十分であり、老朽化した木造建築物も密集し、地域の拠点としてふさわしい都市機能

の集積を図るため、地区の再整備が求められていました。 

「大船駅北第二地区第一種市街地再開発事業」は、１９９９年に再開発準備組合が設立。東急不動産は２０１４年４月に参加

組合員予定者として参画し、２０１５年１月の本組合設立の認可公告を受け参加組合員となりました。 

東急不動産は参加組合員として、良質な都市型住宅を整備する他、公共施設や商業施設等の再開発事業の推進につとめます。 

 

■「ＬＩＦＥ ＳＴＯＲＹ ＴＯＷＮ」 
〜“住まい”を起点としたライフスタイル提案型街づくり事業〜 
ブランズタワー⼤船を拠点に活気ある街を創出 

東急不動産ホールディングスグループは、「一人ひとりの暮らしに新しい物語

を。」をコンセプトに、住まいを起点とした新しいライフスタイルを提案する街

を「ＬＩＦＥ ＳＴＯＲＹ ＴＯＷＮ」として展開しています。 

私たちが持つ多種多様な商品・サービスを組み合わせ、ハコやモノの枠を超え

てライフスタイルを提案し、新たなライフストーリーを創造します。さらに理想

の街づくりを目指し、「社会課題の解決を図ること」、「竣工後も支え、守り続

け、育てること」の２つを使命として考えており、グループ一丸となって「ＬＩ

ＦＥ ＳＴＯＲＹ ＴＯＷＮ」の実現に取り組んでおります。 

ブランズタワー大船は、当再開発事業の中心となる分譲マンションです。この住まいを拠点に街のさまざまな社会課題に応え、

駅周辺の再整備やコミュニティづくりなど、街や地域を含めたトータルな価値創造に取り組み、また、グループの強みである幅

広い事業領域を活かしながら街に活気を生みだし、「ＬＩＦＥ ＳＴＯＲＹ ＴＯＷＮ」の実現を目指した新しい街の価値を創造

して参ります。 

 

活動対象エリア             ： 再開発敷地内 

波及効果エリア兼連携対象エリア ： 活動対象エリアを中心として、徒歩 10 分程度圏内

（半径 800m）でＪＲ線より以東を中心とした範囲 

背景地図に OpenStreetMap を利用。CC-BY-SA

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

東急不動産株式会社 企画政策部 広報室 （担当 中野・本多） 
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Ｅ－ＭＡＩＬ：Miyuki_Nakano@tokyu-land.co.jp、Hayato_Honda@tokyu-land.co.jp 


